


～沈着勇断～ 

 
夏目漱石が名文と激賞し、 

与謝野晶子が追悼歌を十余首も詠んだ 

佐久間艇長の遺書・・・・・・ 

沈没潜水艇の中にあって死の寸前、 

沈着冷静な遺書をしたためた艇長の下、 

全艇員はおのおのの持ち場についた 

まま絶命していた。 

 



大正２年、東京の自邸で
佐久間大尉の銅像を製
作中の沼田一雅氏。 



大正３年、佐久間艇長銅像の除幕式（小浜海岸） 

 



大正３年、佐久間艇長銅像の除幕式（小浜公園） 

 



大正６年頃の銅像と小浜公園 

 



大正５年、小浜公園に造られた第六潜水艇模型 

 



大正３年小浜中学校ボート競技会（佐久間型ボート） 

 



佐久間艇長が学んだ県立小浜中学校 

 



佐
久
間
艇
長
が
中
学
生
時
代
の 

                      

小
浜
の
様
子
（後
瀬
山
か
ら
） 



 明治１２年（１８７９）９月、三方郡八村（現若狭町北前川）で前川神社神官で小学校教師
でもあった佐久間可盛の二男として生まれる。 

 

 福井県立小浜尋常小学校から、 攻玉社を経て、明治３４年に海軍兵学校を卒業した。

明治３６年に海軍少尉。日露戦争時には、巡洋艦「吾妻」、「笠置」などに乗り組んだ。戦
後には、海軍水雷術練習所に学び、水雷母艦「韓崎」、第１艦隊参謀、駆逐艦「春風」の
初代艦長などを歴任し海軍大尉となり、明治４１年には国産第１号の第６潜水艇隊艇長を
命ぜられた。 

 

 明治４３年４月１５日、第６潜水艇は山口県新湊沖で半潜航訓練中に沈没。佐久間艇長
以下１４名が殉職した。２日後、引き上げられた潜水艇から艇長の遺書が発見され、２０
日に公表されると国内外に大きな反響を呼んだ。手帳に記した遺書は３９ページに及び、
沈没の謝罪から事故の分析まで詳細に記し、部下たちも絶命まで持ち場を離れることが
なかった。 

 

 この沈着勇断な艇長および乗組員の行動は感銘を呼び、各国から多数の弔電が届き、
英国海軍では潜水艦の教書に現在でも紹介されている。また、小浜では艇長が設計した
佐久間型ボードによる競技も行われ、小浜中学校の校歌として永く歌われた。 

 

 折しも、山川登美子没から丁度一年後の出来事。同時代を生きた与謝野晶子も艇長の
沈着勇断を歌 

にして偲んでいる。 
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